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 令和 3年に神奈川県内で発生した休業 4日以上の労働災害での死傷者数は 

8,668人であり、新型コロナウイルスによる人数を除外(＊)すると7,560人でした。 

事故の型別では「転倒」が24％を占め、近年増加傾向にあります。 

 

神奈川労働局・県下各労働基準監督署 

転倒
1,800人
24％

墜落、転落
1,192人
16％

交通事故（道路）
462人
6％

墜落、転落
1,225人
17％

転倒
1,205人
17％

動作の反動、
無理な動作
897人
13％

はさまれ、
巻き込まれ
874人
12％

交通事故（道路）
618人
9％

右記以外
2,277人
32％

平成19年 

死傷者数 

7,096人 令和3年 

死傷者数 

7,560人 
(＊) 

事故の型別 労働災害発生状況 

 

1,205 
1,412 

1,416 

1,659 
1,684 

1,772 
1,800 

転倒災害 経年変化(主要年) 

4～5人に 1人は転倒災害! 

平成 19 年と比べて 
7％増加！ 

ず～っと増加中！ 

動作の反動…は、ほぼ腰痛です。
転倒、腰痛等の行動災害合計で 

ほぼ半分(45％)！

平成 令和 

転倒災害 業種別（直近3年） 

(年) 

(人) 

(人) 

(年) 

870

737

606

562

432

299

255

小売業

社会福祉施設

製造業

運輸交通業

清掃・と畜

飲食店

建設業
(人) 

(経年) (3年合計) 

10 20 30 40 50 60 70 80 90

6 13 
58 38 

73 
45 

154 143 
195 

360 

130 

326 

78 

170 

4 6 1 

男性 

女性 

転倒災害 性別・年齢別（令和3年） 

 

(歳台) 

小売業で多発！ 
社会福祉施設は 3年で被災者が 1.5 倍！ 

若年層と比較して、50 歳台以上で多く発生し 
男性より女性が多く被災！ 

※ 平成19、24、29年は労働災害防止計画の各次の最終年です。 

 

(人) 

(人) 

プロジェクト神奈川 2022 プロジェクト神奈川 2022 

右記以外 
1,895 人 
24％ 

はさまれ、 
巻き込まれ 
652 人 
9％ 

動作の反動、 
無理な動作 
1,559 人 
21％ 

※ 合計が100％となるよう 
 「右記以外」の％の数値を 
 調整しています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

転倒災害防止は、３つの注意（ＳＴＦ注意）が基本です。 

 チェック項目 ☑ 

１ 通路、階段、出口に物を放置しない ☐ 
２ 床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、その都度取り除く ☐ 
３ 安全な移動のため、十分な明るさ（照度）を確保 ☐ 
４ 転倒予防のための教育を実施 ☐ 
５ 
作業靴は ①作業現場に合う対滑性があり ②適したサイズのもの  

を選ぶ ☐ 

６ 
ヒヤリハット情報から、転倒しそうな／過去に転倒のあった場所の 

危険マップを作成し、周知 ☐ 
７ 段差のある箇所や、滑りやすい場所などへ、標識などで注意喚起 ☐ 
８ 
ながらスマホ、ポケットに手を入れて歩く、手すりを持たない階段昇降 

などを禁止 ☐ 
９ ストレッチ体操や転倒予防のための運動を導入 ☐ 

皆さまの職場には似たような危険はありませんか？ 
転倒災害を防ぐには、次の取り組みが有効です。 

 １  作業場所の整理整頓 
 ２  作業場所の清掃 
 ３  毎日の運動 
 

以下のチェック項目で事業場を点検してみましょう。 
 

体操の参考に！ 

 

(ｖ1.2) 




